
　次の問い（問、）の各枠に当てはまる符号または数字をマークせよ。１



問　関数      は  のとき最小値
  



をとり、



　  の変曲点は   、
  



である。

問　座標平面上のつの曲線

　　　　　　　　  ：
    

　　　　　　　　  ：、　 

　　　　　　　　  ：   

　で囲まれる図形の面積は
      

  
である。

解説

問　      より

　　　　　　      

　　　　　　      

　より、増減表は以下のようになる。

　　　　

  

           

           

   



 





　よって、で極小値




　　　　　変曲点の座標は、 



問　  ：


 








 

　　  ：
    

　　  ：


      

　となるので、求める部分の面積は、図の打点部分である。





  







　原点と 、 、 



、 

で作られる三角形が、辺がの正三角形ということを

　考慮して、求める部分の面積をとおくと

　　　　　　　･


 







･  











･  ･





　　　　　　　
 


次の文章を読み、後の問い（問～）の各枠に当てはまる符号または数字をマーク２
せよ。

　　　　　　　　　  
 





とする。

問　曲線  と軸の交点におけるこの曲線の法線の傾きは



である。

問　とする。曲線  上の点 、  における  の接線がこの

　曲線と交わる点を 、  とする。ただし、はと異なる。このとき、

　    である。

問　における  の接線がと直交するとき、
   



　である。

解説

問　  
 



と軸との交点は 、 で、   

 



より

　における法線の傾きは、


 





問　軸平行な接線は存在しないので、接線を とおくと

　  と はで接し、で交わるので

　　　　　　　  

　　　　　∴　   





　より、これが、、、を解にもつことになる。

　よって、解と係数の関係より

　　　　　　　

　　　　　∴　

　における  の接線は、軸平行にはならないので

　　　　　　　
 


     





　　　　　∴　
 



 

　これが、  と交わるので

　　　　　　　  





 



 

　　　　　∴　      

　　　　　∴　 
     

　　　　　∴　、

　よって、

　次関数は変曲点に関して点対称で、下図のように等間隔になっている。

　　　　   より　

　　の前後で符号変化するので、 、  が変曲点となる。

　　よって、次関数のグラフの性質より

交点の座標は、図より、

　　　

接線





変曲点



 


　

問　⊥より

　　　　　　      

　　　　∴　
 





 





　　　　∴　    





　　　　∴　


  





　　　　∴　  




　　　　∴　


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次の文章を読み、後の問い（問～）の各枠に当てはまる符号または数字をマーク３
せよ。

図のような、 である長方形がある。線分を：に内分

する点を、線分を：に内分する点をとする。との交点をとする。








  

問　は

　　　　　　　　　　


      

　であり、は

　　　　　　　　　　


  


　である。

問　の延長との延長が交わる点をとすると、はを



：に

　外分する。

問　との交点をとする。このとき、との内積･  

　なので、

　　　　　　　　　　∠





　である。

問　△と△の面積比は

　　　　　　　　　　
△

△


  



　である。

解説

問　線分を：に内分する点がより、


  

　より

　△∽△で相似比は：より、

　よって、メネラウスの定理より

　　　　　　　　



･



･





　　　　　　∴　



･



･





　　　　　　∴　








　よって、：：より、



　　　　

　座標の利用

　 、 、 、 、 、 、 、 と座標を設定すると

 








 、  、

 、




　線分を：に内分する点がより、 



、



　よって、直線：





 







 





　直線：



との交点は

　　　　　　　



 




　　　　　∴　




　よって、 



、



となる。

　これより、：



：




：より、




　　　

　ベクトルの利用（を通りで表す）

　ⅰ　、、は同一直線上より

　　　　　 は実数 

　　　　　　  　

　　　　　　　………①

　ⅱ　：：  とおくと

　　　　  

　　　　　


     

　　　　　


     　　　　　

　　　　　


   



   

　　　　　　



 




　………②

　とは一次独立より、①、②から

　　　　　　　






 




　より、










　よって、





問　より

　△∽△で相似比は：より、

　よって、はを：に外分する点となるので、



：　　　

　座標の利用

　直線： 


 と軸の交点がより

　　　　　　　　 


 

　　　　　　∴　

　よって、 、 となる。

　これより、はを：に外分する点となるので、



：　

　ベクトルの利用（を通りで表す）

　ⅰ　、、は同一直線上より

　　　　 は実数 　………③

　ⅱ　、、は同一直線上より

　　　　 は実数

　　　　　 

　　　　　　  

　　　　　　



  

　　　　　　



   

　　　　　　    



 　………④

　とは一次独立より、③、④から

　　　　　
   

 




　より、











　よって、



より、：：

　これより、はを：に外分する点となるので、



：
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問　

　　　　





　　　　


   

　　　　


   　　　　　　　　　

　　　　










　

　　　  





　　　





　⊥より、･

　よって

　　　･



 




 ･




 

　　　　　　　



･





 








　　　　　　　



･



･  




･ 
 

　　　　　　　








　　　　　　　

　よって、∠



　　　　　　　　　　

　　　　

　座標の利用

  、 




 、  、

 、



 



、



直線： 






　 
















  




　線分を：に内分する点がより、 、

　よって、 
 


 





　これより、･


  



･ 





　よって、∠



　　

　相似の利用

 



 








 

　：：

　：：：

　また、∠∠



より

　△∽△

　よって、∠∠

　また、∠∠より、△∽△となるので

　∠∠



　

　よって、∠



　

問　△と△はともに直角三角形で、△∽△で相似比が

　：より、








より

　　　　　
△

△


 

 

　　　　　　　　　


















　　

　　　　　　　　　




◇２０２４年度　埼玉医科前期
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次の文章を読み、後の問い（問～）の各枠に当てはまる符号または数字をマーク４
せよ。

赤色と黄色と無色透明なセロハンがこの順に：：の割合で袋の中に詰められている。

、、、の人がこの中から無作為にセロハンを枚ずつ取り出す。袋の中のセロ

ハンはよく混ぜられており、取り出すときに何色のセロハンか判別できない。また、袋の

中のセロハンは十分に多いので、セロハンを取り出した後も、種類のセロハンの割合は

変化しないと考えてよい。

取り出した枚のセロハンを重ねて色を観察すると、赤色同士のセロハンが重なる場合と、

赤色と無色のセロハンが重なる場合はともに赤色に見える。同様に、黄色のセロハン同士

が重なる場合と、黄色と無色のセロハンが重なる場合はともに黄色に見える。赤色と黄色

のセロハンが重なる場合はだいだい色に見える。

問　が取り出した枚のセロハンを重ねると赤色に見える確率は


  


　である。

問　が取り出した枚のセロハンを重ねると赤色に見えた。このとき、取り出し

　たセロハンが両方とも赤色である確率は



である。

問　が取り出した枚のセロハンを重ねると赤色に見えた。この枚のセロハン

　から枚を無作為に選んだとき、無色のセロハンが選ばれる確率は



である。　

問　が取り出した枚のセロハンを重ねると赤色に見え、が取り出した枚の

　セロハンを重ねると黄色に見えた。この後、が取り出したセロハンから枚を無

　作為に選び、が取り出したセロハンからも枚を無作為に選んで、この枚を重

　ねた。このとき、だいだい色に見える確率は



である。

解説

問　が赤色を枚、または赤色と無色を枚ずつ取り出すときより、求める確率は

　　　　　　　　


 



   



  








問　問より、求める確率は

　　　　　　　　



 













問　枚のセロハンが赤色に見える確率は、問と同様で、




　枚のセロハンを重ねると赤色に見え、かつこの枚のセロハンから枚を無作為

　に選んだとき、無色のセロハンが選ばれる確率は

　　　　　　　　   


  












　よって、求める確率は

　　　　　　　　














問　が取り出した枚のセロハンが赤色に見える確率は、問と同様で、




　が取り出した枚のセロハンが黄色に見える確率は

　　　　　　　　


 



   



  








　よって、が取り出した枚のセロハンが赤色に見えかつ、が取り出した枚のセ

　ロハンが黄色に見える確率は

　　　　　　　　








 



　が取り出した枚のセロハンを重ねると赤色に見え、かつこの枚のセロハンから

　枚を無作為に選んだとき、赤色のセロハンが選ばれる確率は

　　　　　　　　


 



   



  












　が取り出した枚のセロハンを重ねると黄色に見え、かつこの枚のセロハンから

　枚を無作為に選んだとき、黄色のセロハンが選ばれる確率は

　　　　　　　　


 



   



  












　よって、、がそれぞれ取り出した枚のセロハンから枚ずつ無作為に選んだ

　枚のセロハンがだいだい色に見える確率は

　　　　　　　　








　よって、求める確率は

　　　　　　　　










 







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